
コミュニティ・スクールの現状について





コミュニティ・スクールとは・・・？

学校と地域住民が力をあわせて学校の運営に取り組む

ことが可能となる「地域とともにある学校」への転換を図る

ための有効なツール

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（第４７条の５）



学校と地域の連携・協働推進体制



令和４年度 コミュニティ・スクール準備



篠原小学校コミュニティ・スクール設置までの経過



篠原小学校らしいコミュニティ・スクールとは、
議論してきたこと

〔 子どもの実態 〕

・素直で何事にもまじめに取り組む。

・仲間に温かい声かけができ、協力的である。

・自主性、粘り強さが弱い。

・自分の考えを自分の言葉で表現するのが苦手である。

〔 地域の実態 〕

・地域の文化の継承等に関し協力的な方が多い。

・多様な施設がある（企業、老人福祉施設、野洲養護学校等）

・継続した学校応援団活動（図書ボランティア中心に）



どんな子どもに？

（予測のたたない未来を自分の足でたくましく歩けるために）

自分で考え、思考し、粘り強くやってみることが

できる子ども

篠原の地域を誇りに思い、

『好きです、篠原』といえる子ども



篠原小学校らしいコミュニティ・スクールとは・・
どんなことができそうか

（１）課題

教職員が地域の遺産を学び、教育課程の見直しを進める。

こども園と協働したコミュニティスクールづくりの推進を図る。

（２）具体的な取組

①地域の遺産を地域の人とともに学び、教育課程の検討

②情報発信と地域人材の発掘

③学校行事と地域行事の共同開催検討

④コミスクおしゃべり会（地域・保護者編）の開催



夕日が丘 大篠原～ 伊勢道 ～ 希望が丘縦断

陶芸教室 田植え体験 茶道体験



令和５年度 コミュニティ・スクール スタート



【めざす子どもの姿】
・自ら学び、考える子
・みんなと力を合わせる子
・たくましい心と体をもった子
・地域や学校を大切にする子

【令和５年度 学校教育目標】
（得意なこと、苦手なこと、いろいろあるけれど）
自分が好き、友だちが好き、家族が好き、
学校が好き、そして地域が好き！

合言葉「 好きです、篠原 」



〔会長〕
堤 敏次 様

〔副会長〕
木村 貞樹 様

〔委員〕
小澤 郁乃 様
冨田由紀子様



今年度の取組
①地域の遺産を地域の人とともに学び、

教育課程の検討

②情報発信と地域人材の発掘

③学校行事と地域行事の共同開催検討

④コミスクおしゃべり会（地域・保護者編）の開催



縦割り遠足の下見
（R5.４月５日）

篠原小職員：９人
学校外：５人
山部会：９人 計２３人

教職員と地域の方とともに篠原の自然・歴史を学ぼう！



５月２日（火）全校たてわり遠足





４月１４日（金）
１年生交通安全教室



４月２０日（木）
夕日丘の整備（ボランティア＆小学校・こども園の先生方）





５月１２日（金）
学習参観

＆
PTA総会

PTAスローガン 「篠っ子たちよ みんなで築こう 新時代！」



５月１６日（火）
避難訓練（地震・火事）

「訓練、訓練
地震が起こりました。」

みんな机の下に隠れ
て机の脚をもっています

運動場へ避難しています。
合い言葉「おはしも」しっか
り守っています。



５月１７日（水）
びわ湖ホール声楽アンサンブル学校巡回公演



６年生 銅鐸博物館１年生
タブレット学習

３年生 校区探検







今年度も「好きです、篠原」を合い言葉に、

児童も保護者･地域の方も教職員も

学校に来るのが楽しみだと思える

元気な学校づくりに取り組んでいきます


